
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 委員等旅費 5 5

翌年度へ繰越し（D) - - - -

68

7

9

視察委員会の運営体制強化に伴う（目）委員手当の増
矯正医療の安定稼働に向けた運用改善支援等の計画終了に伴う（目）民
間資金等活用事業調査費の減

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

　視察委員会制度は、人格識見が高く、かつ、施設の運営の改善向上に熱意を有する外部の者を視察委員とし、施設の視察、被収容者等の面接、被収容者等からの書面の確認な
どを行い、施設の運営に関する意見を述べ、意見を受けて施設は必要な措置を講ずるよう努めることで、施設運営の向上を図っている。

実施方法 直接実施

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 113 109 112

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

154 133 134 167 156

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 156 135 136 169 156

- - -

-

不明
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2

▲ 2

▲ 2

令和5年度第1次補正予算

2023 法務 22 0021

法務省

政策 矯正処遇の適正な実施（Ⅱ-6）

事業の目的
（5行程度以内）

　矯正施設に対する本省の企画調整機能として、各刑事施設、少年院及び少年鑑別所に置かれ、施設の運営に関する意見を述べる視察委員会制度の適切な運用を図ることで、矯
正施設の適正な施設運営を目的としている。

総務課
総務課長
細川　隆夫

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

・刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律第7条
・少年院法第8条
・少年鑑別所法第7条　等

関係する
計画、通知等

-

事業名 開かれた矯正に向けた取組の実施 担当部局庁 矯正局 作成責任者

事業開始年度

施策 矯正施設の適正な保安警備及び処遇体制の整備（Ⅱ-6-（3））

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.moj.go.jp/content/001379576.pdf

(目)

事業概要URL -

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 169

76

84%

7

執行率（％）
=(G)/(F)

73% 82% 84%

矯正企画調整費

当初予算＋補正予算に対する執行額の
割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
73%

主な増減理由（・要望額・予備費）

82%

令和6年度要求

(目)

(目)

66

　

　

　

(目)

14 14

15

39

委員手当

民間資金等活用事業調査費

庁費

貸費生貸与金

その他

156

　行刑改革会議の提言において、行刑運営の実情を市民の目にも触れさせ、職員にも市民の目を意識させることが重要であり、行刑運営の透明性を確保するための措置を講ずるこ
とが課題とされ、行刑運営の透明性を確保することに加え、適正な行刑運営を援助し、行刑施設と地域社会との連携を深める目的で視察委員会を創設することが挙げられた。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

66 6

成果実績

400

目標値 - -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

5.9

　定期的な委員会の開催は、矯正施設の運営に第三者の視点や意見を取り入れ、施設運営に反映するための前提となるものであり、被収容者との面接、被収容者
からの書面の確認、施設からの情報提供・質疑、施設の視察及び委員会として述べる意見の検討等に十分な時間を確保する必要があるため。

-

-％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

5.7

-

-

-

　施設運営の透明性や適正性の確保のためには、定期的な視察委員会の開催により、第三者の視点や被収容者からの意見の聴取が必要であり、これらを踏まえ
て取りまとめられた視察委員会の意見を受け、施設運営に反映することが重要であるため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

　法務省矯正局総務課調べ

令和2年度 令和3年度

-

- 年度

　定期的な視察委員会の開催を通じて、
矯正施設の運営に第三者の視点や意見
を取り入れ、施設運営に反映する。

　委員会が刑事施設の長に対
して提出した意見の数

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

　刑事施設において、1施設当たり年間6
回適正に視察委員会を開催する。

　視察委員会の実施回数
活動実績

年度

- -

定量的な成果指標 単位

回 5.6

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 回

- -

6

活動目標 活動指標

6

達成度 ％

　被収容者との面接を実施することで、委
員会として述べる意見の検討等に必要な
機会を確保する。

　被収容者との面接件数

成果実績 件 334 344

-

　施設運営の透明性を確保し、国民に理解され、支えられる矯正施設を維持するための刑事施設視察委員会の開催

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

　法務省矯正局総務課調べ

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

件 483 408 457

目標値 - - - -



活動内容②
（アクティビティ）

　施設運営の透明性を確保し、国民に理解され、支えられる矯正施設を維持するための少年院視察委員会の開催

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

　少年院において、1施設当たり年間5回
適正に視察委員会を開催する。

　視察委員会の実施回数
活動実績 回 4.9 4.8 4.9 - -

当初見込み 回 5 5 5 5 5

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

　定期的な委員会の開催は、矯正施設の運営に第三者の視点や意見を取り入れ、施設運営に反映するための前提となるものであり、在院者との面接、在院者から
の書面の確認、施設からの情報提供・質疑、施設の視察及び委員会として述べる意見の検討等に十分な時間を確保する必要があるため。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

- 年度

　在院者との面接を実施することで、委員
会として述べる意見の検討等に必要な機
会を確保する。

　在院者との面接件数

成果実績 件 395 396 381 -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

　法務省矯正局総務課調べ

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

　施設運営の透明性や適正性の確保のためには、定期的な視察委員会の開催により、第三者の視点や被収容者からの意見の聴取が必要であり、これらを踏まえ
て取りまとめられた視察委員会の意見を受け、施設運営に反映することが重要であるため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

　法務省矯正局総務課調べ

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

　定期的な視察委員会の開催を通じて、
矯正施設の運営に第三者の視点や意見
を取り入れ、施設運営に反映する。

　委員会が少年院の長に対し
て提出した意見の数

330 291 270 -

目標値 - - - - -

達成度 ％ - - - -

成果実績 件

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

-

-

当初見込み 回 5 5 5

目標値 - - - - -

活動内容③
（アクティビティ）

　施設運営の透明性を確保し、国民に理解され、支えられる矯正施設を維持するための少年鑑別所視察委員会の開催

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

　少年鑑別所において、1施設当たり年間
5回適正に視察委員会を開催する。

　視察委員会の実施回数
活動実績 回 4.8 4.8 4.9 -

5 5

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

　定期的な委員会の開催は、矯正施設の運営に第三者の視点や意見を取り入れ、施設運営に反映するための前提となるものであり、在所者との面接、在所者から
の書面の確認、施設からの情報提供・質疑、施設の視察及び委員会として述べる意見の検討等に十分な時間を確保する必要があるため。

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

- 年度

　在所者との面接を実施することで、委員
会として述べる意見の検討等に必要な機
会を確保する。

　在所者との面接件数

成果実績 件 253 228 265 -

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

　法務省矯正局総務課調べ

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

　施設運営の透明性や適正性の確保のためには、定期的な視察委員会の開催により、第三者の視点や被収容者からの意見の聴取が必要であり、これらを踏まえ
て取りまとめられた視察委員会の意見を受け、施設運営に反映することが重要であるため。

-

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

　法務省矯正局総務課調べ

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

　定期的な視察委員会の開催を通じて、
矯正施設の運営に第三者の視点や意見
を取り入れ、施設運営に反映する。

　委員会が少年鑑別所の長に
対して提出した意見の数

成果実績 件 276 304 331 -

目標値 - - - -



-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果

　刑事施設、少年院及び少年鑑別所の運営の透明性を確保するため、施設の視察、視察委
員会の開催、被収容者との面接等がなされており、各視察委員会からの意見を受け、改善が
必要な場合は各矯正施設の長が適切な措置を講じている。
　なお、民間資金活用等事業は、今後も安定した事業運営を行うため、高度で専門的な知識
を有する企業等から金融・企業系系統の専門的知識の支援を受けているものである。
　各アクティビティについて、ほぼ見込みどおりに実施され、各視察委員会から意見提出を受
け、施設運営の透明性の確保に寄与している。

引き続き効率的な予算の執行に努められたい。
短期アウトカムが設定されていないなど形式的な不備があるため、シートの内容全般について再検討すること。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外である。

0020 00

2021 法務

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0019

-

-

令和2年度 法務省 0021

0020

令和4年度 2022 法務 21

　引き続き、施設運営の透明性の確保に向けて、各視察委員会の適切な運営を行い、改善が必要な場合は適切な措置を講じる。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 0018

平成29年度 0018

令和3年度 00

平成27年度

法務省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 0046

平成25年度 0023

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

　当初、短期アウトカムが設定されていなかったところ、各視察委員会が最終的に提出する意見には、被収容者との面接における意見が反映されていることから、短
期アウトカムとして被収容者との面接件数を設定した。

現状通り

現状通り

0018

平成30年度 0019

平成23年度 0043

平成26年度 0019

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

委員手当の支給

法務省（矯正局）

112百万円

Ａ．矯正施設
（157庁）

58百万円

本省からの予算配分

Ｇ．個人

58百万円

Ｂ．個人

5百万円

修学医官貸与金 【一般競争契約
（総合評価）】

Ｅ．ＰｗＣアド
バイザリー合同
会社 ほか

37百万円

Ｃ．個人

2百万円

謝金の支給

Ｄ．三賞株式
会社 ほか

1百万円

【随意契約（少額）】

Ｆ．個人

9百万円

賃金の支給ほか

刑事施設視察委員会の運営、矯正施設に
おける医師の確保、ＰＦＩ事業推進のた
めの各種調査、国際会議開催の実施等

刑事施設、少年院
及び少年鑑別所視
察委員会の運営

刑事施設、少年院
及び少年鑑別所視
察委員会の委員へ
の手当・旅費

矯正施設の医師を確保
するための「矯正医官
修学資金貸与法」に基
づく、医科大学生への
学費の貸与

民間競争入札事
業者選定委員会
等

法務大臣表彰等
に係る褒賞品費

組織運営状況
調査データ集
積・分析支援

民間資金等活用事
業運営に関する調
査費用等



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

- - -3 個人C - 医科大学生への学費貸与 1.8 その他

-

2 個人B - 医科大学生への学費貸与 1.8 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人A - 医科大学生への学費貸与 1.8 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

- - -10 福岡刑務所 - 予算配分 0.6 その他

-

9 沖縄刑務所 - 予算配分 0.6 その他 - - -

- -

8 岡山少年院 - 予算配分 0.6 その他 - -

- - -

7 京都刑務所 - 予算配分 0.6 その他 -

6 松山学園 - 予算配分 0.7 その他

-

5 大阪刑務所 - 予算配分 0.7 その他 - - -

- -

4 府中刑務所 - 予算配分 0.7 その他 - -

- - -

3 名古屋刑務所 - 予算配分 0.8 その他 -

2 東京拘置所 - 予算配分 0.8 その他

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 東日本成人矯正医療センター - 予算配分 1 その他 - - -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

計 0.1 計 0

委員手当 刑事施設視察委員等への手当 0.1 - - -

G. H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 37 計 4

調査費 公共施設等運営事業等に関するアドバイザリー等 37 賃金 組織運営状況調査データ集積・分析体制支援 4

E. F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0.1 計 0.4

諸謝金 - 0.1 物品購入 贈呈用記念品の購入 0.4

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 1 計 1.8

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

予算配分 - 1 貸費生貸与金 医科大学生への学費貸与 1.8



C

D

E

F

G

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

- -

10 個人J -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他 - -

- - -

9 個人I -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他 -

8 個人H -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他

-

7 個人G -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他 - - -

- -

6 個人F -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他 - -

- - -

5 個人E -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他 -

4 個人D -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他

-

3 個人C -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他 - - -

- -

2 個人B -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他 - -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人A -
刑事施設視察委員への手当
等の支給

0.1 その他 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

2 個人B -
組織運営状況調査データ集
積・分析体制支援

4 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人A -
組織運営状況調査データ集
積・分析体制支援

4 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 ＰｗＣアドバイザリー合同会社 7010001067262
ＰＦＩ及び公サ法を活用した刑事施設の運
営事業に係る調査・検討業務モニタリング 22

一般競争契約
（総合評価）

2 96.8％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

-

- -

3 株式会社船倉 8500001003571 贈呈用記念品の購入 0.2
随意契約（少

額）
- -

- - -

2 公益財団法人矯正協会 2011205000014 贈呈用記念品の購入 0.2
随意契約（少

額）
-

1 三賞株式会社 1010001003181 贈呈用記念品の購入 0.4
随意契約（少

額）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

- -

10 個人J - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他 - -

- - -

9 個人I - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他 -

8 個人H - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他

-

7 個人G - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他 - - -

- -

6 個人F - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他 - -

- - -

5 個人E - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他 -

4 個人D - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他

-

3 個人C - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他 - - -

- -

2 個人B - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他 - -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 個人A - 有識者委員会等講師謝金 0.1 その他 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等


